
重点プログラム 事業内容 廃止理由

地球温暖化対策
省エネルギーの推進

ESCO事業による県有施設の省エネ
改修

・県有施設の省エネルギー改修
・事例紹介に伴う普及

新たに「県有施設の省エネ化の推進」と
して記述予定

省エネ診断制度の創設
・省エネ診断に係る補助制度の
創設

平成23年度に創設したため項目として
は廃止

事業者の温室効果ガス排出抑
制の促進

環境影響評価における指導
・環境影響評価対象事業につ
いての温室効果ガス排出抑制
指導

引き続き指導は続けるが、個別の項目と
しては廃止

省エネ型ライフスタイル・ビジネ
ススタイルの定着促進

「みんなでエコライフ」の取組促進
・団体の募集、認定登録
・活動支援制度の創設

類似事業であるアースキーパーメン
バーシップ制度で普及するとととし事業
廃止

吸収源対策

都市の緑化推進 全国都市緑化フェアの開催 ・全国都市緑化フェアの開催
平成21年度に開催し事業完了のため廃
止

３Rの推進
循環型社会に向けた意識の改革

循環資源情報の提供
おかやまリサイクル・もってーネットの
利用促進

・インターネットによるリサイクル
品交換

平成21年度に事業廃止

産業廃棄物の３R

循環資源の利活用推進
おかやま新環境技術アセスメントシス
テム（おかやまNetas）の確立

・循環資源を利用して新たに開
発された素材や工法を公共事
業等で、利用・評価検証

平成23年度に事業廃止

廃棄物の適正処理の推進

不法投棄の根絶 監視体制のネットワーク化
・民間団体と行政が一体となっ
た監視体制の充実

引き続き取り組むが、個別の項目として
は廃止

自然環境の保全活動等の認定制度
の創設

・他の模範となる活動を認定、
公表する制度の創設

「豊かな自然環境の保護」の主要施策と
して「自然公園等の保護」が相応しいと
判断し主要施策を見直したため、その
重点プログラムを変更した。（県自然保
護基本計画との整合を図った。）

環境学習の充実

環境学習推進プログラム（仮称）の策
定

・環境学習指針の策定
平成21年度に策定し事業完了のため廃
止

おかやま環境塾の実施
・青年層を対象とした研修実施
による環境リーダー育成

NPO団体等との協働による「岡山県環
境学習協働推進広場」を設置し環境学
習の機会を拡充・推進しているため廃止

環境ビジネスの拡大

有機無農薬農産物等の生産振興
・有機無農薬農業者の育成
・有機無農薬農産物の販路拡
大

有機農業を含む環境負荷低減に取り組
む環境保全型農業の拡大を図り、環境
と調和した農業への転換を一層促進す
ることとしたため

環境産業の創出・育成

研究者の支援
・関連分野の大学等の研究者
支援

産学官連携等による共同開発支援 ・研究開発事業の支援

循環資源の活用推進
・新技術の開発支援、マッチン
グ、事業化に向けた調査研究

中四国環境ビジネスネットを通じて引き
続き活用推進を行うが、個別の重点プロ
グラムとしては廃止

エネルギー作物等の利用の推進
・ナタネ等の作物栽培、エネル
ギー循環システムの構築

平成21年度に事業廃止

※２つ以上の主要施策で、掲載されている重点プログラムについては、最初に掲載された主要施策として整理している。

主要施策

基本目標　１　　地域から取り組む地球環境の保全

廃止を予定している重点プログラム一覧

建築物等の省エネルギー化の
促進

バイオマスの利活用推進

環境関連分野、ﾊﾞｲｵ関連分野等
の研究開発支援

「研究者の支援」、「産学官連携等による
共同開発支援」は新たに取り組んでいる
「環境産業クラスターの形成」において
実施することで、個別の重点プログラム
としては廃止

リサイクルビジネスの育成

安全・安心な農林水産物の生産

推進目標　２　　環境と経済が好循環する仕組みづくり

基本目標　４　　自然と共生した社会の形成

優れた自然環境の保全

自然保護の推進

推進目標　１　　参加と協働による快適な環境の保全

環境学習の推進

基本目標　２　　循環型社会の形成


